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    はじめに 研究活動遂行に 不可欠な研究支援機能 ( 研究用素材料や 試験機 

器の供給、 試作や試験・ 分析、 情報供給や情報処理、 一時的な人材派遣や 機器 貸 

与など ) を業務として 営む事業 ( 研究支援産業 ) の現状と動向を 把握するため、 

研究活動を活発に 遂行している 企業 1500 社、 及び研究支援事業を 営む企業 1400 社 

を 対象にアンケート 調査を実施した。 ( 昭和 62 年度 通産省工業技術院委託 ) 

本報告はその 調査から明らかになった 研究支援産業の 状況を紹介するものであ る。 

2 . 研究支援機能の 依存 先 研究支援機能毎に 主要な調達先は 異なる。 社外の 

企業や研究機関などからの 外部調達を主としている 企業の割合を 下記に示す。 

「素材料」 : 72%  「試験機器」 : 75%  「試作等」 : 11%  「分析等」 : 20% 

「情報供給」 : 38% 「情報処理」 : 48% 「人材派遣」 : 60% 「賃貸等」 : 86% 

必要件数に対する 社外委託の割合 ( 0/ 、 現在づ 5 年後 ) は次の通りであ る。 

「試作等」 17 つ 23 「分析等」 17422 「情報処理」 19 ～ 25 「人材派遣」 6 つ 12 

3 . 支援 擬能 での競合他社との 授劣 意識 研究支援機能を 競合他社のそれと 比 

べると、 「試作等」 「分析等」など 社内調達の割合が 高 い 支援機能では 優位意識 

が 強いが、 「情報供給」 「情報処理」 「人材派遣」などでは、 他社より弱いとの 

自覚が強く 、             ョウホウ 」 と 「ヒト」の面での 強化が重要視されている。 

俺 ． 社内支援 碍能 部門 「試作等」 「分析等」 「情報供給」では 回答企業の 6 

割強、 「試験機器」 「情報処理」では 半数が、 独立した支援部門を 有している。 

この内、 社外企業に対する 支援を行っている 企業の割合は、 「分析等」 45% 、 

「試作等」 qKo/ 、 「情報供給」 「情報処理」約 30% で、 社外支援の割合は 社内文 

援の 3 割程度であ る。 「情報供給」や「情報処理」では、 外部支援は少ない。 社 

内支援部門を 有する企業の 2 ～ 3 割には、 支援部門の独立分社化について 様々な 

動きがあ る。 特に「分析等」 「情報処理」は 既に分社化が 進んでいるだけでなく   

今後とも持続的に 分社化が進み、 研究支援産業への 参入が行われると 見られる。 

5 . 支援 俺 能の拡充方向 研究支援機能のうち、 「モノ」に関わる 「素材料」 

や 「試験機器」では、 市場調達を主とする 需給関係が既に 安定的に形成され、 将 

来 的にも状況は 変わらない。 「ジョウ ホウ 」や「ヒト」に 関わる支援機能は 、 供 

給 ネックの状況が 続いており、 研究開発産業側の 重要度認識も 極めて強い。 また、 

「情報供給」 「 ノ 、 材派遣」 「分析等」 さらには機器の「賃貸等」で 大学，国公立 

研究所や公益機関からの 調達を拡充したいとする 意向も強い。 

6 . 研究支援事業の 成長 研究支援産業は 過去 5 年間年 10 ～ 20% の 急 成長を遂 

げている。 研究費伸び率に 対する研究支援事業の 売上伸び率の 割合 ( 研究費弾性 

率 ) は 、 「試験機器」 「試作等」 「情報供給」などがほぼ 1 、 「分析等」はほぼ   

2 の値であ る。 今後 5 年間の我が国民間企業の 研究費伸び率は 年 7.4% 程度にな 
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ると思われるので、 研究費弾性率と 支援機能の社覚委託割合の 伸びを考慮すると   

研究支援産業は 今後年に 7 へ 14% の 急 成長を示すと 想定される。 ( 図表 一 1 ) 

7 . 顧客との関係 「素材料」 「試験機器」以覚の 業種では特定顧客への 依存 

度 が極めて大きい 需給構造となっている。 社内支援機能との 競合は「分析等」 や 

「情報供給」で 比較的大きいが、 今後は全業種で 競合が強まると 見られ、 研究 支 

援 産業側にはコスト / レベルノ時間などの 面で、 社内機能との 差別化を図ること 

が必要とされている。 この点で顧客が 外注する理由についての 顧客側の認識と 支 

授産業側の認識にば 一部たずれがあ り注意を要する。 ( 図表 一 2 ) 。 

8 . 顧客の分野 支援事業の売上高でみると、 民間企業と国公立研究機関への 

売上は研究費に 比べ相対的に 大きく、 大学はかなり 小さい。 中小企業への 売上割 

合は 「情報処理」 の 80//0 から 「情報供給」の 24% までの範囲だが、 研究費での中 

小企業の割合は Ko/0%0 弱だから、 相対的には顧客中の 中小企業の割合はかなり 高い。 

顧客を業種で 見ると、 売上割合が高いのは「総合化学・ 化学 椴維 」 「医薬品」   

その他の化学」 「電気機械器具」 「通信・電子・ 電気計測器」等の 諸工業と 「 国 

公立研究機関」           であ る。 支援業種別では、 「分析等」は 顧客業種の広が 
りが大きく、                     では「総合化学・ 化学繊維」の 比重が著しい。 「情報 

処理」 では 「電気機械器具」 「通信・電子・ 電気 計測器」 「精密機械」等の ウエ 

ィト が大きい等の 特徴があ る   なお   各支援産業ともハイテク 分野の占める 売上 

割合が大きく、 「分析等」では 新素材、 「情報供給」では 材料分野全般、 「情報 

処理」 「人材派遣」 では機器・システム 分野が大きな 割合を占めている   

9 . 研究支援業界の 状況 研究支援産業は 成長期にあ り、 新規参入同業社数は 

年率で数えから 1 割以上増加しているが、 主要顧客への 依存度が高 い などで市場 

は 事実上細分化され、 多数の競合企業が 激しい市場競争をしている 状況にはない。 

支援事業を営む 各企業は、 同業他社に比べて 顧客の安定化や 品質・コスト・ 納期 

( Q C D ) などの面では 自社に優位性を 意識しており、 人材確保や拡販営業能力 

ほ ついては他社に 比べて弱いと 判断している。 業種で見ると 「試験機器」 「分析 

等」 「情報処理」は 全項目について 優越自覚が強く、 「素材料」 「試作等」 「 情 

親供給」 では人材面等で 劣っているとする 意識が強い。 ( 図表 一 3 ) 

10 ． 研究支援事業分野の 特質 事業が健全な 発展をするためには 不都合な特質 

項目についての 適合皮なみた。 ( 図表 一 4 )  全業種共通に「スケールメリット 
が 働きにくい」 ことが適合している 以外は、 業種と項目による 適合性の違いが 大 

きぃ 。 「素材料」 「試験機器」など「モノ」の 製造・供給の 事業分野では、 望ま 

しくな い 特質の適合度は 低い。 「情報供給」 「情報処理」 、 さらに「分析等」 

「試作等」のように「ジョウ ホウ 」に関係する 分野では、 「価格が原価を 反映し 

にくく低収益となりがち」 「機密保持が 重要なため同一業界に 供給しにくい」 「 

ノーハウが個人に 蓄積し組織的な 蓄積が困難」等の 特質がよく適合している。 一 

方 、 「知識利得が 獲得しにくい」 とか「事業が 他の事業や親会社事業の 付随的な 

性格が強く、 自立化しにくい」 、 「新規参入が 比較的容易なため 過当競争的な マ 

一 ケット構造になりがち」等の 特質は、 全業種を通して 適合性が低く、 自立的な 

基礎の う えで、 比較的安定的に 事業が営める 状況にあ ることが窺える。 
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図表 "" 同業他社とょヒ 破 した自社の優劣 

図 美 - 。 

杢
 

実
調
 

元
や
 

北
ル
 る
報
 

客
 べ
よ
 帯
 

顧
レ
に
な
 

定
 の
 用
要
 

安
ス
 雇
必
 

の
ビ
 規
に
 

客
 -
 新
進
 

顧
サ
の
推
 

存
 ・
 林
 業
 

既
 村
人
事
 

 
 

B
D
F
H
 発

 

ノ
ト
開
 

目
 

ス
カ
 入
 

コ
能
導
 

項
袷
 
・
 の
 

役
供
戎
器
 

較
獲
ス
育
臆
 

の
ビ
 縮
の
 

比
 容
一
 短
打
 備
 

顧
サ
の
 人
詮
 

男
親
・
 期
存
鋭
 

新
 財
納
既
新
 

伎
 

く
 A
C
E
G
I
 

かなり優れている ( 2 点 ) あ る程度劣っている ( 一 1 点 ) 
あ る程度優れている ( 1 点 ) かなり劣っている ( 一 2 点 ) 
同程度であ る (  0 点 ) 

く 優劣評価マーク ノ ⑨ ノ 0 ． 6 ニ 0 ノ 0 ， 3 三ム ノ 0 ． 0 三 ▲ ノ -0 田主● 

拾 桶 報 快 八 人 0 ・ 2 ⑥ 0.9  O  0.4  ⑥ 0.9  O  0 ． 4  O  0 ． 5  ム 0.0  16 桶 報 処 理 A0.1 ▲ ム 0.2  ⑥ 0 ． 8  ム 0 ． 4  O  0 ． 4  0  0.6  0  0.5  O 0.5  29 

緩干 多毛   支援事業 分 里子 の 特 ， 質 

化
 ど
に
し
 信
莱
 6
 社
 ノ
造
準
政
 
・
 

か
 な
 価
映
と
 一
す
会
 

俺
基
 の
い
 

ト
や
ど
き
ュ
 

ア
 楳
の
に
保
、
 

適
評
 反
持
 同
棟
親
付
 

蕃
 や
人
 ッ
制
 な
大
 

二
の
 ス
切
密
 で
し
 動
、
ケ
規
 国
が
 

ノ
マ
 品
ビ
 逸
機
ち
尾
 活
 本
一
的
 た
動
 

製
一
 を
の
が
に
 穏
資
 7
 分
 つ
変
 

目
 い
や
 サ
価
報
け
 人
車
（
な
る
 い
 で
 

多
一
や
 原
枯
 黄
冊
の
 源
均
 す
と
 定
 

項
が
ビ
 財
が
っ
を
が
地
蛍
手
対
等
 安
 

産
コ
る
 格
も
約
 ウ
 
、
入
航
 に
不
 

有
生
の
す
価
の
制
 ハ
が
投
当
等
否
が
 

ゐ
報
塘
 
、
客
で
ウ
葉
期
近
 衛
 耳
糞
 

特
 早
材
供
ず
願
面
 ノ
事
 初
め
技
の
需
 

 
 く

 A
B
C
 
E
F
G
 

難
 ぎ
る
い
 係
財
 が
の
 ウ
 9
 分
内
 

国
防
す
く
関
に
向
 業
ハ
 な
は
 動
 

か
が
対
に
頼
 界
 使
事
 ウ
と
或
策
 

6
 

列
る
た
 
用
る
 

・
 

お
取
あ
 ・
 な
迅
あ
 

い
て
の
で
い
易
の
で
 

く
し
と
難
く
 容 
）
 ち
 

に
い
 若
 

・
光
田
に
が
等
が
 

働
く
定
 る
 客
が
し
 入
ゥ
け
 

が
に
が
あ
の
，
 杖
化
参
 
ハ
ラ
 

ト
 し
 か
 で
 棄
い
 苦
土
 規
ウ
を
 

ッ
 祥
一
 
ち
同
く
 ウ
白
 新
ノ
碑
 

リ
 %
 ル
 が
 と
に
 ハ
 

メ
が
的
 0
 審
 し
ウ
 く
く
 
材
な
 

ル
祥
 済
 な
 顧
拾
ノ
 強
さ
 
大
 き
 

一
別
 経
 と
 
、
供
 な
が
小
、
大
 

ケ
職
 ・
 益
 め
を
的
格
的
・
木
が
 

ス
 加
舎
 収
た
ス
織
牲
較
る
資
棄
 

社
低
 な
 ビ
蛆
な
比
あ
 （
 亨
 

で
 く
な
、
要
一
、
的
が
で
 源
り
 

ど
く
正
で
重
 サ
く
随
 ）
ち
 %
 よ
 

な
に
適
の
が
・
 
強
付
等
 が
的
に
 

 
 

 
 点

点
 

 
  

 

 
 る

る
 

ま
ま
●
 

は
は
 
車
 

て
て
 

 
 ネ

 
ル
ム
ル
 5 

何
何
 %
 

特
持
ノ
 

の
の
 
ム
 

 
 

逆
進
 
ニ
 

5
 

ろ
ろ
 托
 

5
 

む
む
 

し
し
 
O
 
刃
 

 
 

 
 

 
 

 
 点

点
 
ノ
 

2
1
 

⑥
 

 
 

 
 

る
る
 
ク
 

ま
ま
 
一
 

は
は
 
マ
 

て
て
 
価
 

あ
あ
 
評
 

く
 や
台
 

ょ
や
 
適
 

 
 


